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株式会社電通九州 

 
松浦市、セイノーHD、エアロネクスト、KDDI スマートドローン、電通九州が 
ドローンを含む次世代⾼度技術の活⽤による地⽅創⽣に向けた連携協定を締結 

〜地域課題の解決に貢献する新スマート物流の構築を⽬指して〜 
 

松浦市（市⻑︓友⽥ 吉泰）と、セイノーホールディングス株式会社（本社︓岐⾩県⼤垣市、代表取締
役社⻑︓⽥⼝ 義隆、以下 セイノーHD）、株式会社エアロネクスト(本社︓東京都渋⾕区、代表取締役
CEO︓⽥路 圭輔、以下エアロネクスト) 、KDDI スマートドローン株式会社(本社:東京都港区、代表取
締役社⻑: 博野 雅⽂、以下 KDDI スマートドローン)、株式会社電通九州（本社:福岡県福岡市、代表取
締役社⻑執⾏役員: 鈴⽊ 亨、以下 電通九州）は、2024 年 2 ⽉ 27 ⽇に、ドローンを含む次世代⾼度技
術の活⽤による地⽅創⽣に向けた連携協定を締結いたしました。 

松浦市と、セイノーHD、エアロネクスト、エアロネクストの⼦会社である株式会社 NEXT 
DELIVERY 、KDDI スマートドローンは、2023 年 11 ⽉ 29 ⽇に、次世代⾼度技術の活⽤により新しい
物流インフラの構築を⽬指した「離島におけるドローン配送」の実証実験を実施し、セイノーHD とエ
アロネクストが開発推進するドローン配送と陸上輸送を融合した新スマート物流*1”SkyHub®“*2 の社会
実装の検討に向けて検討を進めていました。 

本協定は、その検討をさらに加速させ、相互の連携・協⼒により、ドローンをはじめとする次世代⾼
度技術を活⽤した活動を推進し、地域発展に資する施策の推進を⽬的に締結するものです。 

 
 
 
 
 
 
＜連携協定の概要＞ 
1. 締結⽇ 
2024 年 2 ⽉ 27 ⽇ 
 
2. 協定の内容 
ドローンをはじめとする次世代⾼度技術の活⽤により、以下の事項において連携・協定する。 
 
（１）農業・観光・産業・経済の振興に関する事項 
（２）地域雇⽤、⼈材教育、⼈材育成および産業基盤整備に関する事項 
（３）カーボンニュートラルと利便性が両⽴した持続可能な地域交通・物流の確保と住みやすい環境 

づくりに関する事項 
（４）地域防災への貢献および新しい社会インフラの整備に関する事項 

新スマート物流におけるドローン配送
で使⽤する⽇本発物流専⽤ドローン

“AirTruck”*3 

写真向かって左より KDDI スマートドローン
代表取締役社⻑ 博野雅⽂、エアロネクスト
代表取締役 CEO ⽥路圭輔、松浦市⻑ 友⽥吉
泰、セイノーHD 執⾏役員 河合秀治、株式

会社電通九州 上席執⾏役員 稲富太⼀ 

2023 年 11 ⽉の実証実験でドロー
ンで届けられたお菓⼦を⾒学にきた

園児に振る舞う友⽥市⻑ 
（道の駅鷹ら島） 
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（５）地その他、全ての当事者間にて協議し必要と認める事項 
 
３．取り組みの概要(予定) 
松浦市は、⻑崎県の北東部に位置し、伊万⾥湾の沖合に浮かぶ、福島、鷹島、⻘島、⿊島、⾶島などの
島々を含む海沿いの⾃然豊かな町です。島々においては陸路やフェリーでアクセスは可能だが、近隣に
は商業施設が無く、住⺠の多くは隣接する市街地（唐津市・伊万⾥市、松浦市）まで⾞で買い物に⾏く
ことが⽣活スタイルとなっており、⾼齢化に伴う買い物難⺠の課題を抱えています。また、フェリーを
必要とする離島においては有事の際などに孤⽴してしまう可能性もあり、交通⼿段がない場合の物資輸
送の課題もあります。 
このような背景を受け、買い物難⺠問題や有事の際などの孤⽴問題の解決をすべく、まず物流が抱える
課題をデジタル技術で解決し、並⾏して観光・産業・経済の振興・防災及び災害時の対応や⼈材育成に
ついても取組みを具体化してまいります。 
 
2 ⽉ 27 ⽇に実施された連携協定締結式において、代表五者が以下のとおりコメントしています。 
 
＜松浦市⻑ 友⽥ 吉泰のコメント＞ 
松浦市の最⼤の課題は⼈⼝減少対策です。最新の技術を活⽤しながら、この地域に応じた対応策をしっ
かり構築していくことが⼤切だと思っています。昨年 11 ⽉に鷹島において実証実験を実施し、⾼齢化
の進む離島や遠隔地においてもドローンを活⽤することで買い物⽀援などの課題解決につながるのでは
ないかと思います。今後、市外に住む松浦市出⾝の⽅が松浦市に住むご両親や親族へ ECサイトなどか
ら注⽂して物資を送ることができるよう、地元業者が受注しドローンを使って届けるシステムができれ
ば「親孝⾏プロジェクト」として取り組むこともできます。本市の課題の解決につながり、様々な可能
性を秘めているのがこの包括連携協定だと期待しています。松浦市において先進的に取り組むことが地
域の皆さんにとっても松浦市⺠が住みたい住み続けたいまちになるのではないかと確信しています。 
 
＜セイノーＨＤ執⾏役員 河合 秀治のコメント＞ 
セイノーHD は、幹線輸送の強みを活かしたラストワンマイル配送領域において、⽣活様式の変化や構
造変化に対応すると共に、買い物弱者対策、⽣活困窮家庭対策等の社会課題解決型ラストワンマイルの
構築を積極的に推進・拡⼤しております。松浦市においては、フェリーを必要とする有⼈離島の買い物
難⺠問題や有事の際に孤⽴してしまう可能性もあり、フェーズフリーの概念から、平時から離島と内地
を⼀つの地域として、陸、海、空が連動した新たな物流モデルの構築に向け、物流のみならず、交通各
社と協⼒してヒト、モノの移動の効率化を図ります。さらに、ドローンを視野に⼊れたテクノロジーの
実装で住⺠の皆様が持続的に安⼼して暮せる環境づくり、住⺠サービスの維持、向上を進めてまいりま
す。 
 
＜エアロネクスト代表取締役 CEO ⽥路 圭輔のコメント＞ 
松浦市と九州初の連携協定が締結できたことを嬉しく思います。昨年の 11/29 に松浦市でドローン配
送の実証実験をおこない、この地域が⾼齢化に伴う買い物弱者の課題を抱えており、医療インフラの維
持と有事の際などの離島の孤⽴問題など防災の観点からも物流ドローンが必要不可⽋なインフラになっ
ていくことが確認できました。連携協定に基づきこれらの課題を⼀つ⼀つをしっかり解決していきたい
と思います。 
 
＜KDDI スマートドローン代表取締役社⻑ 博野 雅⽂のコメント＞ 
⻑崎県松浦市との包括連携協定を通じて、当社のドローン通信・運航管理技術が松浦市の地域⽣活に新
たな価値をもたらすお⼿伝いができることを、⼤変光栄に思います。災害対応や物資輸送等、ドローン
には様々な可能性があると考えております。松浦市の地域社会の発展に貢献し、住⺠の皆様の⽣活をよ
り豊かで便利なものにするために、全⼒でサポートしてまいります。 
 
＜電通九州上席執⾏役員 稲富 太⼀のコメント＞ 
私共、電通グループは、企業・地域社会が抱える課題と向き合い、統合的なソリューションをご提案
し、新しい価値を創造する「成⻑パートナー」となることを⽬指しております。さらに事業課題の解決
を通じ、その先にある社会貢献を⽬指す、「BtoBtoS」を経営⽅針として掲げました。 
⾔い換えますと、想像はできるがまだ誰も⾒たことのない、未来にある社会的価値を⾒出し、それを現
実のものとし、社会に貢献したいと思います。今回の新スマート物流事業がまさにそのものだと思いま
す。これからの地域活性化に必要なことは、共創と協働と⾔われており、多種多様のパートナーの皆様
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とともに、当社グループの最⼤の財産である⼈財を活かし、よりよい社会を⽬指し、⾃律的に志とクリ
エイティビティをもってこのプロジェクトに取り組むことをお約束します。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
この連携協定により、五者が相互に連携、協⼒し、市の課題や市⺠のニーズに沿って、ドローンを含む
次世代⾼度技術の活⽤により、松浦市における地域の課題解決と地⽅創⽣に寄与してまいります。 
 

以上 
 
【ニュースリリースへの報道機関からのお問い合わせ】 
松浦市 政策企画課 （担当︓明⽯） 
Tel: 0956-72-1111 Email seisaku@city.matsuura.lg.jp 
セイノーホールディングス株式会社 ラストワンマイル推進チーム (担当︓須⾙)  
Tel: 03-4363-4590 Email: esugai@slo-seino.jp 
株式会社エアロネクスト/株式会社 NEXT DELIVERY 広報部 (担当︓伊東)  
Tel: 03- 6455-0626 Email: info@aeronext.com 
KDDI スマートドローン株式会社 事業企画部 （担当︓清⽔） 
Tel: 070-2208-3358 Email: yu-shimizu@kddi.smartdrone.co.jp 
株式会社電通九州地域価値共創 2部 （担当︓藤） 
Tel: 092-713-2616 Email kentaro.to@dkj.dentsu.co.jp 
 

 
資料 

 
*1 新スマート物流 
物流業界が共通に抱える⼈⼿不⾜、環境・エネルギー問題、DX 化対応、等の課題を、デジタルやテクノロジ
ーを活⽤しながら解を探究し、⼈々の⽣活に⽋かせない⽣活基盤である物流を将来にわたって持続可能にす
るための官⺠での取り組み。ラストワンマイルの共同配送、陸送・空送のベストミックス、貨客混載、⾃動
化技術、等々、業界内外の壁を越えたオープンパブリックプラットフォーム（ O.P.P.）による共創で実現を
⽬指す。 
 
*2  新スマート物流 SkyHub® 
エアロネクストとセイノーHD が共同で開発し展開する、既存の陸上輸送とドローン物流を繋ぎこみ、地上
と空のインフラが接続されることで、いつでもどこでもモノが届く新スマート物流のしくみ。ドローン配送

挨拶する松浦市⻑ 友⽥吉泰 
 

挨拶するセイノーＨＤ執⾏役員 河合 秀治 挨拶するエアロネクスト代表取締役 CEO 
⽥路 圭輔 

挨拶する KDDI スマートドローン 
代表取締役社⻑ 博野 雅⽂ 

挨拶する電通九州 
上席執⾏役員 稲富 太⼀ 
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が組み込まれた、オープンかつ標準化したプラットフォームで、ドローンデポ®を拠点に、⾞とドローンを配
送⼿段として、SkyHub®TMS をベースに、SkyHub®Delivery（買物代⾏）、SkyHub®Eats（フードデリバ
リー）、SkyHub®Medical（医薬品配送）、異なる物流会社の荷物を⼀括して配送する共同配送など、地域
の課題やニーズに合わせたサービスを展開、提供する。 
SkyHub®の導⼊は、無⼈化、無在庫化を促進し、ラストワンマイルの配送効率の改善という物流⾯でのメリ
ットだけでなく、新たな物流インフラの導⼊であり、物流 2024年問題に直⾯する物流業界において、物流
改⾰という側⾯から⼈⼝減少、少⼦⾼齢化による労働者不⾜、特定過疎地の交通問題、医療問題、災害対
策、物流弱者対策等、地域における社会課題の解決に貢献するとともに、住⺠の利便性や⽣活クオリティの
向上による住⺠やコミュニティの満⾜度を引き上げることが可能になり、地域活性化を推進するうえでも有
意義なものといえる。 
 
*3 物流専⽤ドローン AirTruck 
次世代ドローンのテクノロジースタートアップ、株式会社エアロネクストが ACSLと共同開発した⽇本発の
量産型物流専⽤ドローン。エアロネクスト独⾃の機体構造設計技術 4D GRAVITY®＊4により安定⾶⾏を実
現。荷物を機体の理想重⼼付近に最適配置し、荷物⽔平と上⼊れ下置きの機構で、物流に最適なユーザビリ
ティ、⼀⽅向前進特化・⻑距離⾶⾏に必要な空⼒特性を備えた物流⽤途に特化し開発した「より速く より遠
く より安定した」物流専⽤機です。⽇本では各地の実証地域や実証実験で⾶⾏しトップクラスの⾶⾏実績を
もち、海外ではモンゴルで標⾼ 1300m、外気温－15℃という環境下の⾶⾏実績をもつ（2023年 11⽉）。
最⼤⾶⾏距離 20km、ペイロード（最⼤可搬重量）5kg。   
 
*4 機体構造設計技術 4D GRAVITY® 
⾶⾏中の姿勢、状態、動作によらないモーターの回転数の均⼀化や機体の形状・構造に基づく揚⼒・抗⼒・
機体重⼼のコントロールなどにより空⼒特性を最適化することで、安定性・効率性・機動性といった産業⽤
ドローンの基本性能や物流専⽤ドローンの運搬性能を向上させるエアロネクストが開発した機体構造設計技
術。エアロネクストは、この技術を特許化し 4D GRAVITY®特許ポートフォリオとして管理している。4D 
GRAVITY®による基本性能の向上により産業⽤ドローンの新たな市場、⽤途での利活⽤の可能性も広がる。 
 
【松浦市とは】 
*松浦市詳細については https://www.city-matsuura.jp/をご覧下さい。 
 
【セイノーホールディングス株式会社とは】 
セイノーホールディングスは、物流を中⼼軸として、⾦融、⼈材、調達など物流周辺領域までワンストップ
で価値を提供しています。私たちは、お客様の繁栄に貢献するため、物流を超えて⼼をつなぎ、すべての⼈
に笑顔と幸せをお届けする企業集団を⽬指しています。現在「Team Green Logistics」をスローガンに、業
界や企業の垣根を超えたオープン・パブリック・プラットフォーム（O.P.P.）の展開を全体戦略として、⽇
本が直⾯している少⼦⾼齢化・環境問題などの社会課題の解決に向け、持続可能な物流ネットワークの最適
化を実現する「Green物流」の共創に挑戦しています。ラストワンマイル領域においては、社会全体の⽣活
様式や構造の変化に伴って、買い物弱者や貧困家庭への対策として「社会課題解決型ラストワンマイル
O.P.P.」の構築を積極的に推進しています。 
＊オープン・パブリック・プラットフォーム（O.P.P.） 
社内外、業種の違い等を問わず連携した（オープン）、誰もが使える（パブリック）物流プラットフォーム
を構築し、プラットフォーム利⽤者それぞれの効率化や価値向上、さらにはインフラとして産業・環境・⽣
活への貢献を実現する構想 
*会社概要は https://www.seino.co.jp/seino/shd/overall-condition/をご覧下さい。 
 
【株式会社エアロネクストとは】 
IP経営を実践する次世代ドローンの研究開発型テクノロジースタートアップ、エアロネクストは、空が社会
インフラとなり、経済化されて、ドローンで社会課題を解決する世界を⽣み出すために、テクノロジーで空
を設計する会社です。コアテクノロジーは、重⼒、空⼒特性を最適化することで、安定性・効率性・機動性
といった産業⽤ドローンの基本性能や物流専⽤ドローンの運搬性能を向上させる、独⾃の構造設計技術 4D 
GRAVITY🄬。この 4D GRAVITY®を産業⽤ドローンに標準搭載するため強固な特許ポートフォリオを構成
し、4D GRAVITY®ライセンスに基づくパートナーシップ型のプラットフォームビジネスをグローバルに推
進しています。また、ドローンを活⽤した新スマート物流 SkyHub®の実現のために戦略⼦会社を設⽴し、ド
ローン配送サービスの社会実装にも主体的に取り組んでいます。 
*会社概要は https://aeronext.co.jp/company/ をご覧下さい。 
 
【KDDIスマートドローン株式会社とは】 
KDDIスマートドローンは、4G LTE などのモバイル通信を⽤いてドローンを制御することで、安全な遠隔⾶
⾏・⻑距離⾶⾏を実現するサービスの構築を⾏っています。ドローンによる新たなビジネスの実現や、点
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検・物流・監視・農業・測量などのさまざまな分野におけるお客さまのニーズに即した機動的なサービスの
提供に取り組んでいます。 
*会社概要は https://kddi.smartdrone.co.jp/ をご覧ください。 
 
【株式会社電通九州とは】 
電通九州は、「Integrated Growth Partner」を掲げ、創造⼒と実現⼒でビジネストランスフォーメーショ
ンを牽引し、顧客企業・社会の持続的成⻑パートナーとして、社会課題の解決に貢献します。さらに、企
業・地域社会のまだ⾒ぬポテンシャルを発⾒し、そのポテンシャルに新たな光を当て、新しい価値を創造し
ます。これまで培ったマーケティングなどのソリューション⼒に、約 160 社の電通グループ企業のリソース
も加え、九州各地域のさまざまな地域課題の解決や、魅⼒の向上に貢献できると考えています。例えば、“地
域”をあらゆる視点で捉えなおすことで新しい価値を⽣み出す、また、企業のマーケティング DX や顧客体験
の設計を⾏政サービスに捉え直す。さらに、広告やマーケティングのしごとで培った創造⼒や実現⼒。 
ネットワークを駆使した⽇本の各地での事例や情報の収集を始め、グループ会社で⾏われているシステム開
発や AIの取り組みなど最新のテクノロジーも活⽤できます。また、暮らしを彩る⼤型スポーツイベントや⽂
化事業などにも積極的に取り組みます。広告領域を超えて幅広いソリューションを提供する dentsu Japan
のグループ⼒が我々の⼤きな強みです。 
*会社概要は https://www.dentsu-kyu.co.jp/company/about/をご覧ください。 
 
*エアロネクストおよびエアロネクストのロゴ、NEXT DELIVERY、並びに「4D GRAVITY（R）」「SkyHub（R）」は、株式会社エアロネクストの商標です。 
*その他、このプレスリリースに記載されている会社名および製品・サービス名は、各社の登録商標または商標です。 
 


